
冊子1
よ含   釉    2 鐘    5   日

定 例 教 育 委 員 会

1

長 山寄 啜 数 育 筆 ‐ 錢



5月 定例会 (1)

開 催 日 時 令 和 2年 5月 27日 (水) 14時 00分

開 催 場 所 県庁行政棟 「教育委員会室」

1開   会   
―

2 前回会議録の承認

こ 教育長報告

4議   題

O第 5号議案

令和 3年度長崎県立中学校入学者選抜の基本方針について

○第 6号議案

(高校教育課)

令和 3年度県立特別支援学校幼稚部、高等部及び高等部専攻科の入学者選考について      ,‐
            (特 加支援教育課)

5協   議

(1)長崎県文化財保存活用大綱 (素案)について                  (学 芸文化課)

6報   告

(1)令和 2年 4月 臨時県議会の概要について                     (各 課共通)

(2)監査の結果に係る措置状況について                        (総 務課)

(3)令和 8年度長崎県公立学校教員採用選考試験IIういて              (高 校教育課)

(4)令和元年度体罰にかかる実態把握調査結果 (公立学校分)について

(義務教育課 。高校教育課)

(5)県庁舎跡地における埋蔵文化財調査について         _        (学 芸文化課)



第 5号議案

(高校教育課)

令和 3年度長崎県立中学校入学者選抜の基本方針について

(提案理由)

令和 3年度長崎県立中学校の入学者を選抜するに当たつて、その基本方針を定めよう

とするものである。

(内容 )

1 入学者の選抜について

入学者の選抜は、適性検査、作文及び面接の結果並びに調査書その他必要な書類を

資料として、志願者の適性を総合的に判断して行うものとする。

2 検査について

(1)実施する検査は、適性検査、作文及び面接とする。

(2)検査の配点は、適性検査を130点、作文を7o点 とし、合わせて200点満点

とする。

(3)適性検査及び作文は次のような問題とし、県教育委員会が作成する。
'① 適性検査は、学校での生活や家庭や身の回りのことなどをテーマとして、学習

指導要領に沿つた、問題発見 。解決能力、思考力、判断力及び表現力等、小学校

教育において身に付けた総合的な力をみる。

② 作文は、与えられた課題について、1読み取つたことや考えたり感じたりした

ことをまとめ、文章で表現する力をみる。

(4)面接は、集団面接とする。

3 入学者選抜日程について

入学願書受付期間

適性検査、作文、面擦

入学予定者の通知
―

入学意思確認書提出期間

令和 2年 12月  9日 (水)～ 12月 15日 (火)

令和 3年  1月 10日 (日 )

令和 3年  1月 18日 (月 )まで

令和 3年  1月 ■8日 (月 )～  1月 22日 (金 )

4 その他

入学者選抜についての具体的方法は、別に定める「令和 3年度長崎県立中学校

入学者選抜実施要領」による。
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第 6号議案

(特別支援教育課)

令和3年度県立特別支援学校幼稚部、高等部及び高等部専攻科の入学者選考について

(提案理由)

令和 3年度県立特別支援学校幼稚部、高等部及び高等部専攻科の入学者選考について、
次のとおり定めようとするものであるも |

(内 容)

1 令和3年度県立特別支援学校入学者選考について

調査書等の書類、学力検査、面接及びその他必要な検査等の結果を資料とし、総

合的に選考する。

(1)入学者選考にかかる日程等について (虹の原特別支援学校高等部就業サ‐ビ

ス科及び希望が丘高等特別支援学校を除く。)

ア 日程

(ア)入学願書受付期間

令和 3年 2月 19日 l金)～ 2月 26日 (金)

(イ )入学者選考検査

令和 3年 3月 9日 (火 )・ 10日 (水) 2日 間

※上記のいずれか 1日 で実施する学校もある。

(ウ)合格者発表

令和 3年 3月 17日 (水)   :

イ 募集定員

各高等部の募集定員は、令和 2年 10月及び 12月 に実施する「進学希望状

況調査」等をもとに、令和 3年 1月 に定めるょ

ウ その他

(ア)日程については、県立高等学校全日制課程後期選抜に準じて実施する。

(イ )合格者の人数が募集定員に満たない場合は、二次募集を行う。
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(2)虹の原特別支援学校高等部就業サービス科及び希望が丘高等特別支援学校の

入学者選考にかかる日程等について

ア 日程

(ア)入学願書受付期間         「

令和 2年 12月 7日 (月 )～ 12月 11日 (金)

(イ)入学者選考検査

虹の原特別支援学校高等部就業サエビス科

令和 3年 1月 14日 (本) 1日 間

希望が丘高等特別支援学校

令和 3年 1月 14日 (本)・ 15日 l金) 2日 間

(ウ )合格者発表

令和 3年 1月 22日 (金)

イ 募集定員

(ア)虹の原特別支援学校高等部就業サービス科

(イ )希望が丘高等特別支援学校  32名
8名

ウ その他

(ア)合格者の人数が募集定員に満たない場合は、二次募集を行 う。

(イ )不合格となった者については、特別支援学校高等部普通科を志願できると

-3-



長崎県文化財保存活用大幅 (素案)について

(件 名 )

(i概 要 )

1 背景 B経樽
・過疎化・少子高齢化などを背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急の課題で

あり、未指定を含めた文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総がかりで、
その継承に取組んでいくことが必要である。このため、地域における文化財の計

画的な保存・活用の促進や、地方文化財保護行政の推進力の強化を図るため、「都
道府県は、文化財の保存 P活用に関する総合的な施策の大綱を策定できる」など
の文化財保護法の改正が行われた。

・本県においても、昨年度から2ヵ 年計画で、長崎県文化財保存活用大綱の策定に

取り組んでいる。

2 文化財保存活用大綱 (以下「大綱」)の概要   :
〇大綱は、各都道府県における文化財の保存・活用の基本的な方向性を明確化し、当

該都道府県内において各種の取組を進めていく上で共通の基盤となるもの。

①市町は、当該都道府県の大綱を勘案して文化財録存活用地域計画を策定する。

<文化庁指針で示された大綱に盛り込まれる主な事項>
①域内の文化財の総合的な保護・活用に関する基本的な方針

②文化財の保存`活用を図るために講ずる措置
③域内の市町村への支援の方針(保存・活用に関する取組(地域計画作成など)

④防災・災害発生時の対応(救援ネントワ~クの構築や、災害発生時の取組など)

⑤文化財の保存・活用の推進体制(関係部局を含む今後の体制整備の方針など)

3 スケジュール
5月   市町主幹課長会議・庁内協議会及び専門家部会に素案提示
6月   県議会へ素案提示
7～ 8月 ノくプリックコメント実施
9月 ～  庁内幹事会及び庁内協議会
10月  大綱案の策定
11月  議会に大率岡案の提示
2月   大綱策定
2～ 3月  市町へ周知

協 議 事 項 (1)
学芸文化課
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件 名 令:和 2年 4月 臨時県議会の概要について

概  要 1 日 程

会   翔 令和 2年 4月 310日 ～ 令和 2年 5月  1日

常任委員会 令和 2年 4月 30日

「
―

Ｉ

Ｊ

2.議 案

原案のとおり可決 日承認

。第95号議案 (予算議案)         |    ―

令和2年度長崎県一般会計補正予算 (第 2号)の うち関係部分

・報告第 1号 知事専決事項報告 (予算議案)

令和元年度長崎県‐般会計補正予算 (第 9号)の うち関係部分

3.文教厚生分科会における主な質疑事項 (報告事項 (1)資料1～ 3頁 )

○第95号議案 令和 2年度長崎県一般会計補正予算 (第 2号)の うち

関係部分

○報告第 1号  知事専決事項報告「令和元年度長崎県一般会計補正予算

(第 9号)」 のうち関係部分

報 告 事 項 (1)
各 課 共 通
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令和 2年 4月臨時県議会の概要について

「予算決算萎員会 文教厚生分科会Jで の教育委員会関係の主な質疑応答

【醸案】

口 第95号臓案「令和 2年度長崎県一般会計補正予算 (第 2号 )」 のうち関係部分に

ついて          フ

‐可決

ロスクールカウンセラー、ス

'Tル
ソーシャルワーカーについて

(松本洋介委員)

今回の補正でネクールカウンセラーの配置校が300校から383校に拡大するとい

うことだが、83校増の根拠と選定基準は何か。

(児童生徒支援課長 )

今年度当初予算で900校へ配置しており、当初の配置希望としては388校であつた

ため、配置できていない 83校への追力日配置とした。

(松本洋介委員 )

学校休業中で、スクールカウンセラー等が児童生徒 との面談や訪間ができない状況で、

どのように児童生徒の心のケアを行つていくのか。

(児童生徒支援課長)

児童生徒が登校できない状況においては、電話による相談を受けたり、状況次第では教

職員とともに家庭訪問を行 うことで、児童生徒の心のケアを一層進めていく。

(堀江ひとみ委員)

今回の「いじめ不登校対策事業費」の補正は、スクールカウンヤラ■等の人数を増やさ

ずに、受け持つ配置校を増やすということか。          「      !

(児童生徒支援課長 )

スクールカウンセラー等については、人数を増やすという考え方ではなく、現在任用 し

ている人員で配置をしていくということである。

(堀江ひとみ委員)

今回のタルーズ船のコロナ対策について、香焼町の住民や子どもたちは、偏見や差別を

受けるのではないかと不安な毎日を過ごしている。このような状況を把握 しているのか。

(児童生徒支援課長)
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香焼町の作については(具体的に把握はしていない。今後、このような事案について学

校や市町教委から相談があれば、スクールカウンセラーや教職員等と連携 して、様々な角

度から児童生徒の,い のケアヘの対応を行つていく。

(中 山功委員)

学校再開にあたつては、スクールカウンヤラーの需要が増えることが予想される。教職

員の負担が増えないよう、スクールカウンセラーの人数を増やすなど、事業の強化はでき

な彰ヽのか。

(児童生徒支援課長)

スクールカウンセラーについては、学校の要望を聞きながら配置、派遣を行つている。

令和 5年度までに309校 に配置するとい う数値 目標を立てていたが、今年度当初予算

で既に300校 に配置できており、さらに今回の補正により当初分と合わせて383校ヘ

配置することとしているb厳 しい財政状況ではあるが、子どもの心のヶア今の対策強化の

ため、今後も増員できるよう取組んでいく。

(中 山功委員 )

今後、 6月 補正や 9月 補正も検討 し、児童生徒の心のケアに対する対策をより強化 して

イよしい。

(児童生徒支援課長)｀

今後、
´
児童生徒の心のケアが必要な状況が続くようであれば、さらなる補正予算の計上

と並行し、教職員のOB等を緊急的に確保するなど、スクールカウンセラー、スクールノ

ーシャルワーカとの人員増についても検討 していく。

日学校保健新型コロナ対策事業資について

(松本洋介委員)

学校保健新型コロナ対策事業費の 4ぅ 701千 円で、 1校あたりどの程度購入できる予

定力沌

〔体育保健課長)

主なものとしては、非接触体温計を■校あたり2個、消毒液を1校あたり5個、石鹸を

1学級あたり2個で計上している。

(″ム`本洋介委員)

配布したものでどのくらいの期間もつのか、また、衛生用品の人手が困難な状況かと思

われるが、今後の対応についてはどうか。

(体育保健課長)
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少なくとも半年間は使えるとみている。今のところ、入手に時間を要するものはあるが、

全く買えないという状況ではないと聞いている。議案が成立したら、速やかに対処する。

(赤木幸仁委員)

今回の補正予算でマスクを購入する予定はないのか。

(体育保健課長)

今回t国から児童生徒及び教職員に対して 1人あたり2枚配布されることとなつてい

る。国が見解を示しているとおり、個人用のマスクについては、各家庭で準備するものと

考えている。各学校の教育活動や地域、保護者の取組の中で、手作リマスクを作成する動

きがあらてぃるので、県教育委員会としては、手作リマスクの作り方の動画を各学校へ周

知するなどの支援を行つている。

備蓄用マスクについては、コヨナ対策本部において、すべての公立学校に配布できるよ

う配分するとのことで、現在、数量の調整を行っているところである。

□ 報告第 1号 知事専決事項報告「令和元年度長崎県一般会計補正予算 (第 9号 )」

のうち関係部分について

→承認

・学校給食実施費について            f
(川 崎祥司委員)｀

学校給食実流費の内訳について教えていただきたいn

(体育保健課長 )

学校給食費の保護者への返選手数料 14千円と給食納入業者に発二した損失に対する

支援額 51千円の合計 65千円を計上している。

(川崎祥司委員)

納入業者に対する損失補てんはどのような整理をしているの力比

(体育保健課長)

損失補てんについては、国も明確にしていなかつたが、給食納入業者の収入の見込額に

ついても、損失額に該当するという見解があつたので、現在調整 しているところであるも
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報 告 事 項 (2)
総 誤

件 名

令和 2年 3月 19日付けの監査結果に対する措置状況等について、報告

します。

なお、この措置状況については、地方自治法第 199条第 12項及び

第252条の38第 6項の規定に基づき、監査委員へ通知します。

1.令和元年度普通会計定期監査 (後期)

指摘に対する措置   21件

意見に対する措置    2件

2:令和元年度財政援助団体等監査

意見に対する措置    2件

3.令和元年度包括外部監査

指摘に対する措置  ‐

意見に対する措置

3件

4件
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番号 部局名 機関名 監査の結果 講じた措置

1 教育
長崎鶴洋高
等学校

実習で生じた缶請の販売
収入の取扱いについて、原
材料費等の全額を県費で支
出した缶詰 (マグロ缶)の販
売収入の一部が私費会計
に計上され、県の歳入から

漏れている。
また、原材料費等を県費と

私費会計とで支出している
にもかかわらず、販売収入
の全額を私費会計に計上し
ている缶詰 (サバ、サンマ
缶)がある。
原材料費等の全額を県費

で支出し、販売収入の全額
を県の歳入として、県費と私

費会計を明確に区分すべき
であるも

缶詰の製造・販売については 生ヽ徒の実習の機会の
拡充を目的として県費に加えて私費会計でも姑応をし
てきましたが、県有財産を利用した学校での授業という
観点から、本来歳入・歳出とも全て県費での取扱いを
すべきでした。
学校の授業として実習を実施することから、これまで

の取扱いを改め、今後は全て県費で対応することを管

段壌象島均黒姿義最磐藝套罪雲嬰簑撰姿渓蓄嶺絶と
して生産品管理事務を行うことの確認も行いました1

なお、これまでの私費会計により生産した缶詰につい

ては、県の物品として受入を行い、売上収入について

も、県費相当額を県の歳入として収納しました。

2 教育
諫早農業高
等学校

農場の汚泥汲み取りで一

者随意契約の理由がないも
のがある。

過去に浄化槽放流水が基準値をはるかに超えるSS
(有機浮遊物)があり、緊急対応として、浄化槽管理委
託を行っている業者にて相手方が特定される場合とし
て 一ヽ者随意契約で汚泥汲み取り作業を行つてもらい
ましたど                     ―
通常の汚泥汲み取り業務においても、緊急対応と同

様に一者随意契約が可能であると誤つて判断し、相手
方が特定される場合として、本来の一者随意契約の理
由がないまま、契約を続けたことが原因です。
今年度から、一者随意契約を見直し、単価契約の競

争見積りで業者を決定しました。

3 教育
国見高等学
校

校舎の修繕において、3万

円をわずかに下回る予定価
格で、年間を通じて同一業
者への発注を繰り返してい

る。
安易な同一業者への発注

を見直し、競争性・透明性を
確保すること。

小修繕については、生徒の安全確保や授業環境確

保の観点から、日常の巡視を実施しながら(突発的な

案件など修繕箇所が発生するごとtこ修繕を行ちていま

み 回の海は、依頼した修繕にあおせ猛 あ修蓬箇戸つ子
を実際に見てもらい、金額を確認後、一者随契の範囲
であるものについて、その都度修繕を依頼していまし

上1後は、可亀なものとこらぃて、1修繕すべき箇所を集
約した後に見積合せ等を行うことで、発注の競争性や
透明性を確保してまいります。

令和元年度 普通会計定期監査(後期)結果(指摘)に係る措置 (様式2-1)
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令和元年度 普通会計定期監査(後期)結果 (指摘)に係る措置 (様式2-1)

部局名 機関名番号

とこ

た
1こ繰りたことが、1こ

たも

りました。物
期日を定め

イこつ て、共通理解を図

各課程に依頼し、にお
に改だけ集約

に 、また

ることを再確認

要望 IⅢらの こ対りがあ 各課程カイま3つの課程本校
彰 るためよヽ 1こ9 す出なめ 障がまた授業等に支る応す

ヽ しの返的て予 果結注 し度その都 発
の と ます考え注発 になつ

全員室職員の 初に事務当けて 年度回 指摘を受今
の品セ因そので 原
でヽ彰 ては、発注等
明透よる め、競争性て発注す 9しる をき

しとこ した。まか るでき つしつ り確保 よ性を
個ためるエ室 ック機能を働かせのチ内事務

互て相を持つム 意識るチ ー で仕事をすはなくで人
しまエ した。をすツクチ

世保中央

高等学校

た税込

ところを

じ

算し消費税額を力日れば見積決定後本来であ
為決て 出負担行支べき 税抜金額す価格と

の でたもまつ 単純な確認て しを締結し契約議を行予
ミスエチの ツクが甘くなりめ職員事務長をはで

たこと
じ過 三度と起こさな

した。したを重点と

が です原因できなかつ見を発
5彰 よヽ 下記の9を同 ちイま、今年度

までの研修を実施し問職員点産業廃棄物収集・運搬及
び処分業務委託契約に当

花子
ている。

対馬高等学

校

浄化槽保守点検業務委訂
回(2週に1回)となつていまl

としていました。これは、浄T

な根拠まで調べることなく、ン
断していたことが原因です。
また、一般ゴミの委託契約については、仕様書では

可燃物が週2回、不燃物が月1回となつていましたが、

報告書には仕様書どおりなされていませんでし
'亀

これ

路 蓬調 騨 義 詭 諮 望 盤 翠 憲鶏
とヽのことが原

1こ 1

見直しました。

りヽます。

た。因でして セヽ なしし
ら`度カヤつ 令和 2年てヽは、業務に点検守浄化槽保

の 点検回 )1 年26回おど り 回(2週法令 隔週は 、
委託一般ゴミのまたこ契約をを行うよう

ヽ と行り きちん毎月つ ヤ ても 今後は仕様書どお
てま彰しるヽか、て し 告書の確認を徹底報われ



令和元年度 普通会計定期監査(後期)結果 (指摘)に係る措置 (様式2-¬ )

番号 部局名 機関名 監査の結果 講じた措置

7 教育
長崎鶴洋高
等学校

実習棟・∫に庫移動式クレー
ン点検業務委託ほか1件の

業務委話において、補修の
必要があるとの報告があつ
ているのにもかかわらず、明
確な姑応方針がないと(3E)

業者による点検結果報告書を受けた後に、委託業者
に聞き取りを行い、改善の必要性が高い箇所のみ封応
を行い、その他については経過観察としていました。報
告結果に対して、緊急度の程度に関わらず、全ての報
告について、今後を見据えての段階的な改修計画の

検討を行つていなかつたことが原因であります。
今後は、委託業務の必要性を再確認して3Eの観点か

らも、結果報告に対しての計画を行つていくように、事
務室内での共通理解を図りました。
なお、今回の指摘があった箇所については、令和2

年度に改修予定であります。
「

8 教育
日加高等学
校

消防用設備等点検業務外
4件の委託にかかる契約書
等について、検印を受けるこ
となく公印を押印している。「

指摘後、長崎県文書取扱規則第38～ 41条の内容を
事務室内で確認し、共通理解を図りました。
その後は、取扱規則に則り、浄書・検印を行つていま

す。

9 教育
奈留高等学
校

毒物劇物で長期間使用さ
れていないものが存在し、
使用の見込みがないまま
保管されている。また、開
閉ができない保管庫があ
る。   ・   i

各学期ごとイこ定期点検を実施し、薬品等の状況は把
握していましたが、県立学校全体の不要薬品の廃棄計
画では、本校は令和4年度に廃乗予定となつていたた
め、長期間使用されていないもあもその際に処分する
ことを計画していました。また、保管庫については1学

期の定期点検時点では開閉できていましたが、少し扉
が固くなっており、最後に扉を閉めた際にシリンダーが
壊れ開かなくなつていました。
指摘を受け、保管庫については すヽみやかに修理を

行いました。今後は、通知に基づき、定期点検を確実
に実施するとともに、使用していない薬品は早急に処

分を検討するなど毒劇物の適正な保安管理に努めて
まいります。

10 教育
諌早農業高
等学校

実習で生じた野菜等の生
産品について、生産数量が
管理されておらず、受入れ。

払出しの適正な管理が行わ
れていない志      .

生産報告について、ただちに報告の事務処理を行う
べきものを、直売所等への掛売においては、直売所か
ら月締あで届く販売精算書を基に、処分伺と併せて生
産報告を行つていたことで、指摘を受けたものです。
今後は、実習で生じた生産品の適正な管理方法につ

いてく他の農業高校や関係課と協議しながら、マニュア
ル等め整備や改善について検討し、事務処理の適正
化に努めてまいります。

11 教育
西陵高等学
校

劇物の管理において、施
鍵設備のない保管庫や、
「医薬用外劇物」の表示がな
い保管庫があると

劇物が冷蔵庫に保管されていることの職員間の情報
共有がなく、相互チェンク機能が働かなかつたため不適

切な管理体制となつていました。

脇 盗緞 駆筋簿混盟計農鍮
外劇物」の表示も行いました。   |
今後は劇毒物の情報をもれなく共有し、法令や通知

に基づき適正な管理体制を実施していきます。
また、改めて指摘P指導事項等すべての項目において
校内研修を今後実施し、研修結果を生かして共通理解
を図つていきます。

-12-



令和元年度 普通会計定期監査(後期)結果 (指摘)に係る措置 (様式2-1)

番号 部局名 機関名 監査の結果 講じた措置

12 教育
西彼農業高
等学校

4実習で生じた野菜等の生
産品について、生産数量が

管理されておらず、受入れ・

払出しの適正な管理が行わ

れていない。

めてまいります。

当該薬
H
日口は私費で 購入したもの で あつたため 通知

の 対象外と思 し 込み管理簿の作成等を行らていませ

管庫に混ん で した。また、一般薬品と劇物 が 同―の保

在して保管されて し たヽ件イこつ しヽて イま 劇物の保管庫の

きにくカヽっ たため 時的に一般薬品の銀管庫

に劇物を入れていた状況でありましたが、指摘を受け

融講撤錢勘堪翠
検を強化徹底していきます。

13 教育
西彼農業高
等学校

公費で購入していないた

め管理簿の作成等の適耳な

管理がなされていない劇物

や、使用記録が記載されて
いない劇物がある。
また、一般薬品と劇物が同

一の保管庫に混在して保管
されている。

14 教育
長崎鶴洋高
等学校

実習持生じた缶詰の受入

れ・払出しの数量管理につ

崩
ておりヽ出納員による処分数
量、在庫数量等の管理が行
われていないも いて確認をしました。

今後 は 、事務室と担当教員による定期的な現物と出
こ共通理解を図りました。よう1

15, 教育
松浦高等学
校

劇物点検の際、容器が破

損しているのを発見したにも

関わらず、総括責任者破

長)に報告がされていないと
さらに、容器を密参lするな
ど、飛散防止策等の適切な

対応がとられていない。
またt残存の毒物劇物に

ついて、引き続き保有すべ

きかの検討を行うべきであ

る。

薬物管理担当者は、容器をれt損してしヽるのを発見し

容器内の硫化バリウムが、ある程度固まつていた

ため飛散することはな彰ヽだろうと判断し,tiとや今後廃

ば問題なしヽと考え て しヽ たため 特に重大

な事案とし`う認識が薄く報告を怠り、また、適切な飛散

防止策も実施していませんでし

'色指摘を受け、硫化バリウムについては、昨年度中に業

による廃葉処分を実施し完 Tしました。

なお、現有する毒物劇物については、

育課が示す基本的な考え方に従つて、

棄処分を検討してまいります。

今後 高校教

所管転換や廃

二13-



令和元年度 普通会計定期監査(後期)結果 (指摘)に係る措置 (様式2-1)

番号 部局名 機関名 監査の結果 講じた措置

16 教育
北松農業高
等学校

実習で生じた野菜等の生

産品について、生産数量が

管理されておらず、受入れ・

払出しの適正な管理が行わ
れていない。

販売数を元にく生産品受入れ。払出しの処理をレて

おり、実習会計事務取扱要領に則つた取扱いができて
いなかつたことが原因と考えられます。

症 獲渫雷層言稼零博曇象贔轟畠昂競 則
及び実習会計事務取扱要領を教材にし、校内研修を
実施しました。さらに、職員会議において、実習会計に
おける生産並びに処分の事務を担当する教諭に対し
ヽ 、生産品の管理方法及び生産報告等について疎
めて説明を行いました。

課 認 躙 辮 幣 翔 縛
改善にらぃて検討し、事務処理の適正化に努めてまい

ります。

17 教育
北松農業高
等学校  |

公費で購入していないた
め管理簿の作成等の適正な
管理がなされていない劇物
がある。
また、今後使用見込みが

ない毒物劇物が保管されて
いると
さらに、一般薬品と劇物が

同一の保管庫に混在して保
管されている。

離講撃鍮そ拓 おK潤 縄 静 斜 言振
が形骸化しており、チェック機能が働かなかつたことも

原因として挙げられます。

塵聯謹墓繁縣脇 認あ流晩
嘲 ま癬 観 翻 甥 雛(焔邦部こ
雙お潔警鰈 振細 翻鍵識 、i縛
物
              たっャ、てィま、今後、高校教

異誰       毛&写!こ

従つて、所管等換
:廃

18 教育
島原農業高
等学校

乳牛の売却にかかる一般
競争入札について、適切な
公告期間がとられていない。
また、入札保証金に関する

事項が公告に記載されてい

ない。
さらに、物品の不用決定前

に売却にかかる事務処理が
されている。

籍脚 銘   1就医害儲

妊解鶴縦覇覚望抱:鶴駆魂
托騎室落描きれた事項については、事務室全職員モ今

牌 露基認 鴨 緊筆翼琴鰯 計
とこ連絡を取り合い、入

基縛鑢   魂藉
がら処理を行つてまいります。

-14-



令和元年度 普通会計走期監査(後期)結果(指摘)に係る措置(様式2-1)

番号 部局名 機関名 監査の結果 講じた措置

19 教育
島原農業高
等学校

実習で生じた野菜等の生

産品について、生産数量が

管理されておらず、受入れ。

払出しの適正な管理が行わ
れて彰`ないも

化に努めてまいります。

処理量が多く、作業の効率化を図ろうとして、マニユ

ルを十分確認せず、適切ではない手l虞で処理を行つ

20 教 育
大村城南高
等学校

実習で生じた野菜等の生
産品について、生産珠量が
管理されておらず、受入れ・
払出しの適正な管理が行わ

れてヤ`ない。  「

言織 課 鄭 議解
謂繋報解隆纂墾

をご
努めてまいります。

誤票魯雰宣魏  畢
21 教育

北松農業高
等学校

井戸水について、保守点

検業務委託で水質の異常

値が報告され、また、ノム`中
検査機関の水質検査でも
不適合と判定されている
にもかかわらず、長期間
適切な対応がとられてお
らず、飲用にも供されてい

る。

=15-



令和元年度 普通会計定期監査(後期)結果 (意見)に係る措置 (様式2下 1)

番号 部局名 課 (室)名 監査の結果 講じた措置

1 教育庁 高校教育課

O毒物劇物の適正な管理に
ついて

毒物劇物については、前期
に31き続き各機関の管理状況
を確認したところ、保管庫が施
錠されていない事例(危害防
止規定に基づく点検がされて
いない事例、長期間使用され
ずに保管されたままとなってい
る事例のほか、検査で使用し
た強酸度の廃液が床(通路)に

置かれたままとなつている事
例、劇物のガラス容器が破損
しているにもかかわらず、飛散
防止策等の適切な対応が取ら
れていない事例などが確認さ
れた。
使用見込のない毒物劇物に
ついては、多額の経費を要す
るということで処分が進んでい
ない面も見受けられるため、所
属間譲渡や廃棄処分時の集
約処理等が効果的であると思
われるので(必要な方策の検
討を求めたい。
なお、県立学校においては、
長期間にわたつて未使用のま
ま保管している毒物劇物にう
いて処分を予定してぃる学校
がある一方、処分についての

検討が不十分であると思われ
る学校も見受けられた。使用
実績のなぃ毒物劇物の保管と
処分についての基本的な考え
方を示すことが必要であると考
える。      .I I

裁建拳議事籟範想薯勝
埋 !瑯 蔦喚議のない毒物劇物あ保管と処
分については、学校及び関係機関と協議を行い
ながら、そめ基本となる考え方の整理を行い、各
学校へ周知を行うとともに、管理状況の調査のため
の学校訪問を実施します。     、

-16…



番号 部局名 課 (室)名 監査の結果 講じた措置

2 教育庁
教育環境
整備課

3
い物品購入等について

物品の購入にういてlま、長

崎県財務規則第106条 (見積

重電宅題輩割専諧期 る
必要があるが、その予定価格
が3万円を超えないものにあう

ては同条第3項の規定により

見積書の徴取を省略し、一者
へ発注できることとされてい

る。前年度監査に引き続き、物品
璧認鰊絲幹能詮
鰺 鵡 鰐 哲

、公舎等の修繕について3

万円をわずかに下回る予定額
で同二業者に繰り浮し発注し

ている不自然な事例も見られ
た。

課 員

その都度発注している実態が
あるものと思われる。
安易に二者発注を行うことは、
競争性・透明性を損なうこと■

まえた計画的な発注の仕組み

づくり1こ早急に取り組むことを

求めたい。

行 ました。ヤヽ

今後

`ま

事務長会等と連携するなどして 適正な

ルの徹底と 各学校の実態に応じた 計

画的な発注 の仕組みづ くりを進めてまセヽります

さらとこ、
会を通
す。

校長会や事務長会 学校実態調査等の機

じて 号き続き 周知徹底を図つ てまセ りま

令和元年度 普通会計定期監査(後期)結果(意見)に係る措置(様式2-1)
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項  目

所管部局 :教育庁 生涯学習課

さらなる利用者増に向けて、佐世保青
少年の天地においては、「佐世保法人
会」を通して企業への案内を広く行うとと
もに、新たな取組として施設見学会を企
画するなど利用促進に努めていますと
また、千々石少年自然の家において

は、夏期勉強合宿の会場としての誘致を
じめt新たな企業〔幼稚園・保育園・学
保育国等への訪間により施設利用の

依頼を行つています。
今後は空調設備が整備されたことをア

ピールし、特に夏場の利用促進を図るた

めてホームヘージの内容の充実を図りま
す。
また、ケーブルテレビを活用しての広

報活動、各市の福利厚生事業での活用

暦 諭 糾 鞭 峯
な広報活動により更なる利用促進に努:

めます。

里

当法人は、佐世保青少年の天地、
千々石少年自然の家及び世知原少年
自然の家において、各市町教育委員会
や学校等への訪間、子供会やPTA等に
対する団体利用の依頼、県B市の広報
誌への掲載、主催事業の案内、ダイレク
トメールの送付によるリピニター確保な
ど利用促進に努めているが、うち佐世保
青少年の天地及び千々石少年自然の
家の2施設の当年度利用者数につい
て、日標利用者数を下回つている。
そのような中、施設のあり方について

の検討もなされているところであり、さら
なる利用者増に向けて、今後とも、モニ

タリングの結果を施設の運営に反映さ
せるなど、より利用者のニーズにあつた
施設の利用促進に努めるべきである。

施設の利用 況について

【特定Jド虐当利活動法人 長崎県青少 動推進協会】

令和元年度財政援助団体等監査結果に係る措置
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令和元年度財政援助団体等監査結果に係る措置

監 査 の 結 果項   目

ぱ誤韓累獄字=鍵哩

促進に取り組も`べきである。

用状況について 長崎県立総

合体育館県北ト 室 )

施設

協会】【公益財団法人 佐世保市
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令和元年度包括外部監査結果に係る措置に関する調書

V包 播外部監との構暴報告・各曲(所管部局ごと)

第20教育庁

１
画
０
１

措置計画又は今後の方向性

今後、類似する業務委託を
実施する際は、適切な

^ケジュールの設定を行うととも
に、委託する業務内容に適切
な選定方式を採用するよう努
めてまいります。

今後、業務の段階ごとに人

民嵩懸警纂電む翠徐返宗奮蓬
認するとともに、受託者が業
務完了報告書を作成する際、
仕様書の内容との関連性を重
視して作成するよう指示して
まい′ります。
また、提出された報告書と

仕様書を照らし合わせなが
ら、複数の者で記載内容に漏
れ等がないか確認するよう努
めてまいります。

措置状況

既に終了している事業であ
り、措置することは困難であ
りますが、令和元年度から事
業を開始した「イラグリツ
シュロサポートキャンプ」に
おいては、適切なスケジュー
ル設定を行うとともに、技術
や専門性での競争を確保て
るよう総合評価落札方式を

行うております。
今後も、類似業務の入札に

ぉぃては、このょうなことが
ないよう努めてまいります。

既に終了している事業であ
りますが、受託者にも直接聞
き取りを行い、仕様書に記載
している各種内容を満たして
いることを確認するととも
に、報告がなかつた運営責任
者や危機管理体制のマニュア
ルについては、提出を求めま
した。
今後は、このようなことが

ないよう努めてまいります。

項 目

平 の ら し

されている までの3年度すべて見積 である同Tの事業者 している。平成28年度
は,他に1社が入札に多加しているものの,平成29年度,本委託業務である平成30年度は,見積業者がその

まま 1者応札の上落札している状況である。
本委託契約は平成30年 9月 28日 から同年11月 1日 までに・ イングリッシュキヤンプを各地で7回実施する

契約内容となつているが:一般競争入札の公告は同年7月 12日 ,入札執行日が同年8月 1日 と設定されてお
り,入札から約2か月弱という短期間でイングリッシユキヤンプを実施するスケジュールとなつている。
競争今入の観点からは,このような短期間で具体的な実施日時が決められているキャンプ運営を実施でき

る事業者は亭案上限定され,競争を阻害するおそれがある。現に平成28年度に他の 1社が入札に参加してい
るものの他の2年度は見積業者が一者応札をしている点から見ても,公告期間や準備期間の短きが参入障壁
とな つ て いる可能性は否定できない。

本委託業務ではi受詭事業者がプ
を決定することとなっており,ま
力を有する外国人講師を確保する

また ロ グ フ ム を提案し県教育委員会
ム実行のために高度

や市町村 と協議 を した 上 で プ グ

フ ム辞網 た プ 口 グ フ な英語 コ ユ ケ ー シ ヨ ン能力等

な能 必要 もあ り 業務内容 Iこ関 して 高度な技術力や専門性が求め
の競争が重要と考え

られ

るも
ると

の で ある したが つ て 価格の面での競争のみ な らず業務内容や質と し つ で られ

そこで〕例

ヽ ロ 間の 日のい い 日 で

7報告書 (以上「報告書」という。)を提出しな らないとされている (契約書 5条 1項 )。

れ Iこ基づき に は , 実施
れて

日時 場所 参

加者数,スタッ
配載肉春によ

が記載さ しヽ る

を適正に配置
等,仕様書に

した
記載

か否か 危

機管理体制をど され て し る

内容の進行
は,受託者 しヽ て 確認す るた め に 重要な意

もつ資料で
ベ

所管

覆覇教育課

義務教育課



令和元年度包括外部監査結果に係る措置に関する嗣書

V包括外部監との結果報告日各山(所管部蜀ごと)

第20教育庁

Ｉ
呻
Ｐ
Ｉ

措置計画又は今後の方向性措置状況

地区割りについては、現契
約時から2地区を4地区に細

客よ推悪}峯慾奮吾藍雫諄猛
ことができないため、令和2
年8月 からの契約に向けて、
事業者に対し業務内容がより
わかりやすく的確に伝わるよ
うに仕様書の内容を修正しま
した。また、入札において少
しでも周知期間に余裕を持た
せるために公告から入札説明
会までの期間を前回より長く
取るようにします。さらに、

において給食調理業
務委託の入札に参加した業者
に対し、入札参加を検討いた
だけるよう事前に周知してお
ります。

本委託業務については、業
質を下げることができな

いため〔令和 2年 8月 からの
契約に向けてt事業者に対し

業務内容がよりわかりやすく
に伝わるように仕様書の
を修正しました。また、

入札において少 しでも周知期
るために公
までの期間

を前回より長く取るようにし
ます。さらに、県内市町にお
いて給食調理業務委託の入札
に参加した業者に対し、入札
参加を検討いただけるよう周
知しております。

項 目

D 2 て い

ングに する事業者が他に?,3社あつたもの
入札に参加する事業者

の,その後

に参加し,他に新規で
確保が困難である等,

を探すの
様々な事情により困難ではないか

とのこと
しているケィスではないが,現在のところ本委託業務の受託者とD地区の
る見込みは大きくない。このような委託業務においては,さ らに地区を細
るなど,他事業者の新規参入が容易I手 なるような仕様書の変更を検討する分化 スリム化を目

こと ましし
ヽ

1 つ

ヒア ]チ ングI

二岳侯ζ二ま量:iO亀|三埜き二兵督亀喪拿営孟4唇:こ 1 2 社存在 し

る の は委託業
よ り はな しヽ か との とで

ら《 1 応札が続いてい るケ ー

る と ろである。
26会第68号

そのた
)の趣

め , 出

応札への対応 :こ ついて」 (

る仕様等の
とが望まし

旨に従
あれ入障壁とな しJ 得 見直 しがで きるの で

しヽ 。

ヽ

所管



令和元年度包括外部監査結果に係る措置に関する調書

V包 播外部監との結果報告・各由(所管椰局ごと)

第21県立学校

Ｉ
Ю
呻
Ｉ

措置計画又は今後の方向性

今後、類似した業務を行う際
には、入札業者に誤解を与え
ることがないよう、委託する
業務を具体的に記載した仕様
書の作成に努めてまいりま
す。

今後、類似 した案務を行う際
にはt委託内容を網羅 した業
務報告書の様式作成に努めて
まいります。

措置状況

(措置未済)

既に終了している事業ではあ
りますが、委託業務の範囲、
内容等を明確にした仕様書の
作成を行いました。
今後はこのようなことがない
よう十分に注意して、明確な
書類作成に努めてまいりま
す。    !

(措置未済)      ,
既に終了している事業ではあ
りますが、仕様書に記載され
た業務内容を具体的に記載し
た業務報告書の作成を行いま
した。
今後はこのようなことがない
よう十分に注意し、明確な書
類作成に努めてまいります。

項 目

本委託秦覇の仕様書にはi「 1 目的 “概要』の項目に,海外フィール ドワークを実施する旨のほか,①

驚τ「轟遷暴勇憲祟奮言rδ密議基橘ことご翼だ話多
を得る,②調査やインタビ三と,研究施設訪間等を実
様性を理解し,グロTバルな物の見方を奏う,と記載

されている。
このような仕様書の配載からは,委託業務の内容として,現地フィールドワークのプランニング等も含ま

集桑壌P裟盈雪三写η索聖ゃ泉埜な桑嘉萬基毛払ザイ豊電夢孝全訂評著蛮夢誘多琴9=写歩撃語客肇帰そ預
なかつた。
仕様書は,県が受託者に対して,いかなる内容の業務委託を行うかを具体的に特定して記載すべきであ

り,委託の範囲,内容等を明確に配載しなければならない。本委託業務における仕様書はi海外フィールド
ワークという事業自体の趣旨目的を記載したものとなっており,この事業を行うにあたり県が委託事業者に
対
柱轟星腐露肇み果累建ぞ盟菅低守責鳥み馬撃傘量子る者に対し1実際の委託業務を超える業務を求められ

ているという誤解を与え,入札を路路させる,あるいはI入札金額を高く設定せざるを得なくなる,と いつ
もたらしかれない。

さ窮零顧蒼賓長鳥尋百兵'1覇rr巧〒Ttti澤帝な
く業マ〒T報

告〒守委託耳にfすしなけれrな ,な |ヽ |
提出された業務嘉7報告書を確認すると,海外フイールドワーク初日から最終日までの受託者の添乗員の

感想などが報告されている。しかし,仕様書に記載されている宿泊の確保,現地での移動手段や内容!食事
の奥絶=現地コーディネートの有無,病気事故等緊急対応の有無,その他問題点など,ほ とんど具体的な記
載がなく,業務完了報告書をもって,仕様書に記載されている委託業務の内容が適正に遂行されたかどうか
を確認することはできない。         |
本委託業務においては

の委能業務完了報告書の
,既に問題 したとおり,仕様書の記載内容自体が不明確であるため,そ

と つていると思われる。委託業務完了報告書は,委託者が,仕
つ資料である。県は,委様書の内容に従し したかを確認する な意味をも

ヽ

も

所管

長崎県立
長崎東高等
学校

長崎県立
長崎東高等
学校



令和元年度包括外部監査擦果に係る措置に関する調書

V包括外部室との構暴報告・各常(所管部局ごと

'第21県立学校

Ｉ
Ю
ω
ｌ

措置計画文は今後の方向性

衛生看護科生徒が准看護師
試験資格を得るためには、一

数の病院実習を終えること
あり、約30名 の生徒

同時に受入れ、かつ実習さ
るだけの規模が必要になり

ます。
今回の意見を受けて、随意

契約とする理由の適正さを検
討するにあたつての参考資料
として、日本医師会が運営し

せる病院が島内に1う しかない
ことを証明する資料を添付す
ることにしましたと

を

て

力t

を

措置状況

目数などを比較した資料を添付するなどのェ夫を検討することが望ま|し

してい
病院実 るなとが必須とるえ

させるだけの規模を持つ病院が五島市内に1つ しか
る
を

た

は相当性
に随意契

に

契約検討
当程度長期相

随意
し

に

か

め

し

る

しな

担保すをさ

問題はり

適正
があ
約のら

由

さ

理

てえ踏ま
随意契約の

ヽ

る

し

しヽ

に館みれば,

臨意
シー トに
t

ために ところ,30名以上の生徒
ないという理由から1長か

て

所管



件 名 令和 3年度長崎県公立学校教員採用選考試験について

概 要

校種・職

3年度
採用予
定者数

2名向変
採用予
定者数

教科!科目等別採用予定者数

小 学 校 教 諭 220 220
一般受験

離 島 枠

(216)
(4)

中 学 校 教 諭 90 80

国語 (13)、 社会 (9)、

理科 (13)、 音楽 (5)、

保健体育 (15)、 技術 (

英語 (14)

数学

美術

3)、

(

(

11)、

3 )、

(4)、家庭

高等学校教諭 50 50

国語 (7)
地理歴史 〔世界史 (2)。 日本史 (3)。

地理 (2)〕 |

数学 (8)
理科 〔物理 (2)。 化学 (2)ど 生物 (1)〕

保健体育 (4)
芸術 〔音楽 (1)・ 美術 (1)]
英語 (8)
家庁廷 (2)            :
農業 〔栽培〕 (1)
工業 〔電気 (2)。 建築 (1)〕

商業 (1)

看護 (1)
福祉 (1)

特別支援学校教諭 45 45

小学部 (20)

中学部 〔国語・社会・数学 !理科 。

音楽・美術・保健ヽ体育・ :

技術・家庭・英語〕

(25)高等部 〔国語・世界史・ 日本史・

地理 :数学・物理・化学
生物・保健体育・音楽・

美術・英語・家庭 `

農業 (栽培)・ 福祉〕

養 :護 教 諭 20 25

合  計 425 420

報 告 事 項 (3)
高 校 教 育 課
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※障害者特別採用選考 (採用予定者数 20名 )は、一般選考とは分けて選考を行う。

※第 1次試験
問

11:30     12100 121509:00  9:5010:40

小 学 校 教 諭

受
付

　

・
　

諸
注
意

教
職

般
教
養
(50)

休

憩

専門教科 日科 目 (80)

昼

食

中 学 校 教 諭 専門教科 日科 目 (80)

専門教燕B科目お
`‖

オ,エンテ“ショ
ン

実 枝

専門教科 B料 目 (80) 英会話カテス ト

高 等 学 校 教 諭 専門教科 I科 日 (80)

専円お〔科・科占(50】
オ,エンテーショ
ン

実 技

専門教科 日科目 (80) 英会話カテネ ト

糊‖蛇撒締
特 A 専門教科・ 科 日 (80)

特 B 出願時に希望した教科E科日と同じ(実技も含む) 出睛に褪開酢 4日と同じl難も含むl

養 護 教 諭 専門教科・ 科 目 (80)

2 出願手続き

(1)出願方法

原則としてインターネットを利用した電子申請で出願することと電子申請で

出願できない場合は、郵送も可とする。
ただし、小学校本免申請者で、関東会場での受験を希望する者は、郵送でい
戚すること (関東会場受験希望者の電子申請は不可)を

(2)出願期間

令和 2年 5月 18日 (月 )午前 10時～ 5月 29日 (金)午後 5時まで

※ 郵送の場合は5月 29日 (全)までの消印有効      |
ただし、小学校本免申請者で、関東会場での受験を希望する.者は以下の期間

とする (郵送のみ)。

令和 2年 5月 18日 (月 )～ 8月 31日 (月 )消印有効

3 要項等交付開始日  令和 2年 5月 8日 (金)

長崎県教育庁高校教育課のホーム本―ジに掲載

※ 郵送も可 (長崎県教育庁高校教育課へり申込み)

…25-



4 試験日程

(1)第 1次試験
0実施 日 令和 2年 7月 12日 (日 )

○場 所 県立長崎西高等学校、県立長崎1工業高等学校
(2)第 2次試験

OAJ程 実施―日:令和 2年 8月 と7日 観 )   |
場 所 :県教育センター

内 容 :適性検査 。小論文

①B日程 実施 目:令和 2年 8月 野 日 (木)～ 9月 4日 (金)の うち、 1:  
日を指定 して実施す る。

i           ただ し、中学校の 「技術」。「家庭」(高等学校の 「家
庭」・「看護」「福祉」受験者は、実技適性試験実施
のため2日 間を指定する。

場 所 :県教育センター

内 容 :個人面接 (中学校・高等学校英語受験者は、英語による

質疑応答を含む。)

※ 教科に関する課題面接を含む (養護教諭受験者を除
く全受験者を対象とする。)

※ 児童生徒入の対応・技能等に関する課題面接を含む.          (養
護教諭受験者のみ対象とする。)

実技適性試験 (中学校 「技術」。「家庭」(高等学校「家
庭」。「看護」・「福祉」受験者のみ。)

適性検査 (本務者免除申請者のみ。)

OC日 程 実施日:令和 2年 9月 13日 (日 )            .
小学校本免申請者で、関東会場での受験を希望する者対

象

場 所■筑波大学東京キャンパス文京校舎
内 容 :適性検査・個人面接 (教科に関する課題面接を含む)

5 採用候補者名簿登載及び内定通知

令和 2年 10月 9日 (金)頃の予定

-26-



6 令和 3年度採用予定者数と過去 6年間の 2次合格者数 (実績)

(実質競争倍率)=受験者数■2次合格者数

考手不日3

年度

(予定)

令和 2

年度

平成 31

年度

平成 30

年度

平成 29

年度

平成 28

年度

平成 27

年度

小 学校 教 諭 220 235 226 -235 184 140 121

中学校教 諭 90 82 71 62 50 85 81

高等学校教諭 50 50 49 47 54 51 49

特別支援学校教諭 45 48 50 57 56 37 35

養 護 教 諭 20 25
｀
30 32 32 35 25

合 計 425 440 426 433 376 348 311

(実 質競争倍率) 2.6倍 3.1倍 3.3倍 4.2倍 46倍 5,5倍

=27-



報 告 事 項 (4)

件 名 令和元1年度体罰に係る実態把握調査結果 (公立学校分)にういて

令琴田元年度体罰に係る実態把握調査結果(公立学校分〕:こついて

1

(人 )

3体罰を受けた児童生徒数

4体罰の状況 (件 )

5

6体罰把握のきつかけ

※「教職員の申告」欄の( )の中については、教職員の申告及び児童生徒・保護者の訴えによるもので、上の数字の内数

謝 間 由春

平成31年4月 1:日

;

令和2年3月 31日

令和元年度末に実施した教職員・児童生徒・保護者への調査のlまか売教職員の
申告や児童生徒・保護者の訴え等により体割と認知し、教育委員会による懲戒
処分・訓告等を行つた事案及び校長による指導を行つた事案

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年 1夏 Rl年度 H30年 1壁 Rl年度 H30年度
牧
委
対
応

懲 戒 処 分 0 0 0 1 0 0 0 0 0

団ll告 等 2 2 5 2 電 2 0 0 8 6

計・・・(:i「 ) 2 2 5 3 1 2 0 0 8 7

横長 指導・・:② 15 12 10 10 5 B 1 1 31 31

当該教職員数
(上記①キ②)

17 14 15 13 6 10 増 1 39 38

当該件数 (件 ) 17 14 15 13 6 10 電 1 39 38

小学校 中学校 高等学校 計

Rl年度 ‖30年度 Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年度

体罰を受けた児■生徒数 27 32 45 17 6 24 電 1 79 74

2 3弟 負悔した児童生徒麟 0 2 0 1 0 0 5 3

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

Rl年度 H30年 度 Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年 ,質 Rl年度 Hna生産 Rl年度 H30年度

授  業  中 12 9 4 2 1 1 1 0 18 12

部 活 動 中 0 1 5 3 3 4 0 0 8 8

休み時間・放課後 3 1 2 5 2 2 0 0 7 8

そ  の  他 2 3 4 3 0 3 0 1 6 10

計 17 14 15 13 10 J 1 39 38

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

Rl年度 H30年度 Rl年度 H36年度 Rl年度 H30年 ,董 Rl年度 H30年度 Rl年度 ‖30年度

素 手 で 叩 く 9 8 6 7 4 7 1 0 20 22

棒 な ど で 印 く 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2

投げる。転倒させる 2 0 3 1 0 0 0 0 5 1

叩く及び臆る等 0 0 1 2 0 3 0 1 1 6

そ  の  他 6 5 5 2 2 0 0 0 13 7

17 15 6 電計 14 13 10 1 30 38

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 針

Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年度 Rl年度 H30年度

執職員の申告
4

(  2)
4

(  0)
8

(  5)
7

(  1) (

0

0) (  0) ( 0) (

0

0)
13

(  7) (

12

1)
児室生健・保観をの百え 10 10 5 5 5 8 0 1 20 24

そ  の  他 3 0 2 1 1 1 0 0 6 2

計 17 14 13 13 6 1 3910 1 38
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概 要

7主な事案の概要

将α 校種 体罰時の状況及び体罰の態様
体罰を受けた児童・
生徒の状況及び人数

当 該
教員数

状 況 人 数

教
委
対
応

（
訓
告
等
）

1 小学校

授業の終わりに文房具で遊んでいた児童2名

に激高し、机と椅子を持ち、床に落とした。児
童へは1当たらず怪我はなかつた。
個別指導を行つていた1際、被害児童が割り込

んできたことに激高し、被害児童が机の端に置
いていた本を職つた。本が児童の右眉付近に当

たったが、掠わた程度で怪我十はなすかつた。

傷害なし 3

2 中学校

武道場でトイレットペーパーを|ボール代わり
にして遊んでいた柔道部員 5名に対して、それ
ぞれ頭を平手で一回ずつ即いた。

この指導の際t被害生徒が当該教諭に封して

ふざけた対応をとつたとして、被害生徒の頭を

拳骨で一回叩いた。

頚維持挫
(負傷者

は1名 )

5 1

3 高等学校

実習レポー ト提出期限を守らなかつた生徒 1

名を実習室に呼び、指導する中で怒 りの感情が

高ぶ り、類を3回平手打ちした。さらに別の日

にレポー トを無くしたと言つた同じ生徒に対

し、頬を 5回平手打ちした。

傷害なし 1 1

上記以外の

事案

小学校     1名  ( 1件 )

中学校     4名  ( 4件 )

特別支援学校  0名  ( 0件 )

計      5名  ( 5件 )

5件の態様については、上記 3件 (血 1～血3)と 同等程度のもの

合計 8名 (8件)

＼Wo. 校種 体罰時の状況及び体罰の態様

体制を受けた児童・
生徒の状況及び人数 当 該

教員数
状 況 人 数

校
長
指
導

1 小学校

前日から給食時間の行儀が悪く、何度も注意
したがそれでも聞かず、給食後もしゃべりなが

ら食べていたので、腕をつかんで引つばつた。
腕にあざ 1 1

2 小学校

ふざけていた児童に注意喚起のため、おでこ

を突いたところ、その手をかわそうとして壁に
ある鉄製の荷かけフックで後頭部を打撲した。

打撲 1

3 中学校

被害生徒が机にうつぶせになっているのを指
導したが応じず、技業中に「だるい」と発言し

たことに対して右頬を叩いた。
傷害なし 1 1

4 中学校

生徒が反抗的な態度をとるようになつてき

た。厳 しい指導が必要と考え、男子 トイレヘ連

れて行き、胸ぐらをつかみ壁に押し付けたとこ

ろゝ頭部を打つた。

たんこぶ 1 1

5 高等学校
都活動指導中、指導内容を理解できずに沈黙

していたので、手でみぞおちあたりを1度突い

た。

傷害なし 1 1

6 高等学校
授業で必要な教材を志れてきたため、拳骨で

頭を 1回叩いた。
傷害なし 1

上記以外の

事案

小学校

中学校
高等学校
特別支援学校

計

13名
8名
3名
1名

25名

(13件 )

( 8件)

( 3件)

( 1件 )

(25イ牛)

25件の態様については、上記 6件 傲n～配6)と 同等程度のもの

合計 31名 (31件 )
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B体罰根他に向けた取組

平成 29度より「体罰根絶のための重点的な取組について (通知)」 に基づいた、以下の具

体的な取組を実施。
1 日標管理制度を利用した校長1面談の実施

目標管理制度における「自己目.標管理シー ト」に「体罰によらない指導」について目標を

設定させ、校長の面談において、その取組状況や成果等を確認する。
2 「体罰の再発防止のための指導力向上研修」の実施

体罰を繰り返さないために、体罰で処分や指導を受けた教員を1紺象に、アンガーマネジメ
ント研1惨等の受講の義務付けや校内での計画的なフォローアップを行う「体罰の再発防止の
ための指導力向上研修」を実施。

-30-



 

- 31 - 
 

 

報  告  事  項 （５） 

 学芸文化課  
 

 

件 名 
 県庁舎跡地における埋蔵文化財調査について 

概 要 県庁舎跡地の埋蔵文化財調査については、令和元年１０月中旬から令和２年１月 

中旬にかけて実施した範囲確認調査において、旧本館西側部分に江戸時代前期の 

遺跡が残存していること、県庁舎跡地敷地南側に江戸時代以降の石垣並びに江戸 

時代前期の町屋の遺跡が残存していることを確認している。          

今回は、そのうち県庁舎跡地敷地南側の石垣並びに町屋の遺跡が残存している範 

囲における遺跡内容確認調査を、以下のとおり実施する予定である。 

 

１ 調査範囲 別紙資料１を参照 

特に、当地の歴史環境に基づき、次の点を調査時の重点項目とする。 

・地中に埋蔵している石垣の残存状況の確認 

・町屋部分の埋蔵文化財の有無等の状況の確認 

 

２ 調査面積 １，２９６㎡ 

 

３ 調査期間及び今後のスケジュール（予定） 

○令和２年５月１９日から令和２年１０月３０日    

   ・５月１２日 入札 

   ・５月１８日 契約 

   ・５月下旬～６月下旬 準備工 

・６月下旬～８月下旬 石垣部分を調査 

・８月下旬～1０月下旬 町屋部分を調査 

 

４ 調査現場の公開 

ホームページなどを通じて随時情報提供を行うとともに、安全面に配慮しながら  

可能な範囲で現場公開を行う予定。 

 

５ その他  

調査にあたっては、考古学、歴史学、宗教学、土木工学などの専門家に依頼し、
調査の指導助言をいただくこととしている。 

 
 



別紙資料１

- 32 -

内容確認調査範囲位置図（点線部で図示した範囲）

検出した江戸時代の石垣         検出した町屋の遺構

地下機械室跡


